
　

正
本
堂
御
供
養
に
関
連
す

る
創
価
学
会
員
か
ら
の
合
計

三
十
九
件
も
の
″
謀
略
訴
訟

″
の
全
て
に
、
大
石
寺
側
勝

訴
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。

【
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
　●

「
学
会
員
ら
が
、
無
償
の
精
神

で
正
本
堂
建
設
の
供
養
を
し
、

そ
の
御
供
養
に
よ
っ
て
功
徳
を

得
た
、
と
認
識
し
て
い
る
」

●
「（
大
石
寺
側
が
御
供
養
返
還

等
の
）
何
ら
法
的
な
負
担
の

存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
」（
大
石
寺
が
御
供
養
を
返

還
す
る
理
由
は
全
く
無
い
）

●
「
大
石
寺
が
、
所
有
す
る
正
本

堂
を
取
り
壊
し
た
こ
と
に
つ
い

て
違
法
性
は
な
い
」

●
「
学
会
員
ら
の
請
求
を
こ
と
ご

と
く
棄
却
し
た
」

　
『
仏
法
僧
の
三
宝
へ
の
報
恩
感

謝
の
念
を
持
ち
、
真
心
の
御
供
養

を
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
功
徳
善

根
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
』̶

̶

当
時
、
こ

う
し
た
「
正
し
い
指
導
」

に
則
っ
て
、
真
心
か
ら

の
正
本
堂
御
供
養
を
し

た
者
は
、
皆
、
応
分
の

功
徳
善
根
を
積
む
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
御
供
養
を
、
あ

た
か
も
契
約
行
為
の
対

価
か
何
か
と
し
て
納
め

た
よ
う
に
主
張
す
る
こ

と
自
体
、
本
義
を
違
え

た
大
き
な
間
違
い
で
あ

り
、
そ
の
上
、
仏
様
へ

差
し
上
げ
た
御
供
養
を

″
返
せ
″
と
訴
え
る
な

ど
、
完
全
な
信
仰
の
退

転
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　

創
価
学
会
員
が
、
か
つ
て
は
「
魂

の
ふ
る
さ
と
」
と
ま
で
言
っ
て
恋
い

慕
（
し
た
）
っ
て
い
た
総
本
山
か
ら

離
れ
て
、
は
や
十
年
以
上
の
月
日
が

流
れ
た
。

　

平
成
三
年
に
日
蓮
正
宗
に
反
逆
し

た
創
価
学
会
は
、
会
員
の
心
を
総
本

山
か
ら
引
き
離
す
た
め
に
、

●
「
総
本
山
は
荒
れ
放
題
で
、
ペ
ン

ペ
ン
草
が
は
え
て
い
る
」

●
「
お
山
の
桜
の
木
を
全
部
伐
採
し

た
」

な
ど
と
い
う
ウ
ソ
の
情
報
を
、
ま

こ
と
し
や
か
に
、
大
々
的
に
流
し

た
。                      

　

し
か
し
こ
の
写
真
を
よ
く
ご
覧

頂
き
た
い
。
総
本
山
は
、
今
も
春

に
な
れ
ば
見
事
な
桜
に
包
ま
れ
て

い
る
。

　

地
元
で
は
桜
の
名
所
と
し
て
親

し
ま
れ
、
近
隣
か
ら
大
勢
の
人
が

花
見
に
訪
れ
て
い
る
。

    

そ
し
て
、
五
月
に
な
れ
ば
若
葉

と
ツ
ツ
ジ
が
、
秋
に
な
れ
ば
紅
葉

が̶
̶

と

い
う
よ
う
に
、

境
内
地
は
四

季
折
々
の
美

し
い
色
に
包

ま
れ
て
、
清
々

し
さ
を
か
も

し
だ
し
て
い

る
。

  

ま
た
、

建
物
も
、『
広

布
坊
』『
客
殿
』
そ
し
て
日
蓮
大
聖
人
様
の
御
本
懐
で

あ
ら
せ
ら
れ
る
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
様
御
安
置
の

『
奉
安
堂
』
等
が
荘
厳
な
和
風
建
築
様
式
で
建
立
さ
れ

て
い
る
。

　

最
近
、
日
蓮
正
宗
に
戻
っ
て
き
た
学
会
員
の
多
く

が
、「
今
の
総
本
山
の
方
が
、
以
前
よ
り
も
立
派
で
、

美
し
く
な
っ
た
！
」
と
語
っ
て
い
る
。

   

大
御
本
尊
に
対
す
る
信
心
を
失
っ
て
い
な
い
学
会

員
の
皆
さ
ん
！
こ
の
現
実
に
気
付
い
て
、
一
日
も
早

く
正
し
い
信
仰
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
い
！

【和解内容】　（東京高裁）（抜粋

と解説）

◆【本文】「第１　当裁判所は、次

の理由により、控訴人ら（日蓮正

宗側）が本件各訴えを取り下げ、

被控訴人ら（創価学会側）がいず

れもこれに同意して、本件訴訟を

終了させることを強く勧告する。」

▼【解説】⇒今回の『和解』は東

京高裁からの「強い勧告」であり、

日蓮正宗側が一方的に控訴を取り

下げたのではない。

 ◆【本文】「１　控訴人らは本件

各訴えを取り下げ、被控訴人らは

いずれもこれに同意する。」

▼【解説】⇒学会側もこの和解内

容に当然ながら同意している。

 ◆【本文】「第２、２　控訴人ら

及び被控訴人らは、相互に、今後、

上記第１、２記載の争点にかかる

事実の摘示、意見ないし論評の表

明をしない。」

▼【解説】⇒シアトル事件につい

て『事実だった！』とか言っては

ならない。

◆【本文】「追記 　和解条項第２、

２は、相互に名誉毀損にあたる行

為をしないことを確約する趣旨の

ものであり、同第１、２記載の争

点にかかる事実の存在を単純に否

認することはこれに抵触しない。」

▼【解説】⇒日蓮正宗側では『シ

アトル事件なんてまるで存在しな

かった』　と「単純に否定」してよ

い。

民事訴訟法　第 262 条

「1　 訴訟は、訴えの取下げがあっ

た部分については、初めから係属

していなかったものとみなす。」

▼【解説】⇒東京地裁での係争も

その判決も当初から無かったこと

となる。 

『シアトル事件』 和解内容

正本堂解体・撤去の跡地には壮麗な『奉安堂』が建立され、日蓮大聖人様の出世の

本懐である根本・究極の『本門戒壇の大御本尊様』が厳護・奉安されており、日本

のみならず、世界中から参詣した正信の信徒達は、御法主日顕上人の御慈悲により、

『御開扉』を賜り、無始以来の罪障消滅を果たすことができる。

● 30年も前の『シアトル事件』なるものがあった、などという証明は、ほとんど不可能である。

● 学会は「シアトル事件があった」等という報道はしてはならない。日蓮正宗側は「『シア

トル事件』など元より存在していなかった」と否定してよい。

●この和解により東京地裁での一審判決は無効となる。

（※したがって学会側が「シアトル事件は事実だった」などと言えば、この和解内容に対す

る重大な違反となり名誉毀損を形成することになる。法的措置を取る際の資料とするため

にも違反当事者の氏名・住所・発言内容を記録させて頂く。）

正本堂裁判 ・学会側全面敗訴 !!正本堂裁判 ・学会側全面敗訴 !!

桜
花
爛
漫
!!�

清
涼
�
総
本
山

満開の桜に包まれる春の総本山。後方に『奉安堂』の屋根が見える。

塔ノ原からの眺め。右遠方に『広布坊』が。

正本堂裁判　39 件　宗門完全勝利 !!



　

去
る
２
月
14
日
、
写
真
偽
造
事
件
に
お
い
て

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
（
金
谷
利
廣
裁
判
長
）

は
、
日
蓮
正
宗
と
大
石
寺
の
上
告
を
棄
却
す
る

決
定
を
下
し
た
。

　

本
件
は
、
そ
も
そ
も
宗
門
僧
侶
２
名
（
椎
名

法
宣
師
と
阿
部
法
胤
師
）
が
自
ら
の
古
稀
記
念

祝
賀
会
に
、
御
法
主
日
顕
上
人
猊
下
を
含
む
僧

侶
11
名
、
夫
人
８
名
を
招
待
し
開
催
さ
れ
た
際

の
写
真
を
、
あ
た
か
も
御
法
主
上
人
お
独
り
が

い
わ
ゆ
る
『
芸
者
遊
び
』
を
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
意
図
的
に
加
工
を
施
し
、
こ
れ
に
極
言
し

た
侮
辱
的
大
見
出
し
を
付
け
て
悪
質
な
誹
謗
中

傷
記
事
に
仕
立
て
上
げ
、
平
成
４
年
11
月
に
２

回
に
わ
た
っ
て
『
創
価
新
報
』
に
お
い
て
大
捏

造
報
道
を
行
い
、
そ
の
後
も
大
々
的
に
名
誉
毀

損
報
道
を
繰
り
返
し
た
創
価
学
会
特
有
の
悪
質

極
ま
り
な
い
事
件
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
蓮
正
宗
及
び
大
石
寺
は
、

平
成
５
年
５
月
、
右
名
誉
毀
損
報
道
に
よ
り
布

教
妨
害
等
、
多
大
な
損
害
を
被
っ
た
た
め
、
真

実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
煽
動
・
加
担

し
た
池
田
大
作
お
よ
び
創
価
学
会
の
違
法
を
断

罪
す
る
べ
く
、
謝
罪
広
告
と
損
害
賠
償
等
の
支

払
い
を
命
ず
る
判
決
を
求
め
提
訴
し
た
。

【
池
田
大
作
と
創
価
学
会

に
損
害
賠
償
命
令
】　

　

第
一
審
東
京
地
裁
（
平
成
11
年
１
２
月
６
日
判
決
）

は
、『
創
価
新
報
』
の
写
真
が
創
価
学
会
に
よ
っ
て
加

工
さ
れ
た
御
法
主
上
人
へ
の
「
人
身
攻
撃
」
で
あ
り
、

「
宗
教
関
係
者
も
世
間
一
般
の
社
会
ル
ー
ル
を
守
る
べ

き
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
認
定
し
て
、
御
法
主

上
人
を
含
む
宗
門
に
対
す
る
名
誉
毀
損
を
認
め
勝
訴

判
決
を
下
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
創
価
学
会
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、

東
京
高
裁
（
平
成
12
年
12
月
５
日
判
決
）
も
、

創
価
学
会
が
偽
造
し
た
写
真
を

●
「
写
真
を
見
た
者
に
対
し
、
阿

部
日
顕
（
上
人
）
一
人
が
酒

席
で
芸
者
遊
び
を
し
て
い
る
と
の
実

際
の
状
況
と
は
異
な
っ
た
印
象
を
抱

か
せ
る
の
に
十
分
で
あ
り
、
こ
れ
を

も
っ
て
客
観
的
な
報
道
と
い
う
こ
と

は
で
き
ず
、
修
正
の
限
度
を
超
え
て

い
る
」
と
認
定
し
、
さ
ら
に
、『
創
価

新
報
』
の
記
事
は
、

●
「
正
当
な
言
論
や
評
論
の
域
を

超
え
、単
に
阿
部
日
顕（
上
人
）

を
揶や

ゆ

や

ゆ●やゆ●揄
し
、
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の

と
し
て
、
違
法
性
を
有
す
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
御
法

主
上
人
に
対
す
る
名
誉
段
損
が
成
立

す
る
こ
と
を
明
確
に
認
定
し
、
創
価

学
会
の
違
法
行
為
を
厳
し
く
断
罪
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
他
方
で
東
京
高

裁
は
、
こ
の
報
道
は
御
法
主
上

人
個
人
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、「
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
、
被

控
訴
人
両
名
（
日
蓮
正
宗
・
大
石
寺
）

に
対
す
る
不
法
行
為
に
該
当
す
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
論
理

に
お
い
て
、
結
論
的
に
は
日
蓮
正
宗
・

大
石
寺
の
請
求
を
棄
却
す
る
と
い
う

判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
御
法
主
上
人
に
対
す
る
名

誉
段
損
が
あ
れ
ば
、そ
れ
は
即
、

日
蓮
正
宗
・
大
石
寺
に
対
す
る
名
誉

段
損
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明

ら
か
で
は
あ
り
、「
創
価
学
会
の
行
為

は
御
法
主
上
人
に
対
す
る
名
誉
殿
損

で
あ
る
が
、
日
蓮
正
宗
・
大
石
寺
に

対
し
て
は
、
何
の
責
任
も
取
ら
な
く

て
よ
い
」
と
い
う
判
決
内
容
に
つ
い

て
は
、
承
服
し
難
い
も
の
が
あ
り
、

宗
門
側
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
断
固
と
し
た
決
意

を
も
っ
て
上
告
を
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
般
、
誠
に
残
念
な
が
ら
最
高
裁
は
宗

門
側
の
上
告
を
棄
却
し
た
。（
尚
、「
日
顕
上
人
「
個
人
」

で
再
度
裁
判
を
起
こ
せ
ば
良
い
で
は
な
い
か
。」
と
思

う
む
き
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
既
に
時
効
で
不
可
能
で

あ
る
。）

【“【“【
実
質
敗
訴
”
を
誤
魔

化
す
創
価
報
道
】

　

創
価
学
会
は
、
こ
の
決
定
を
受
け
、
い
つ
も
の
よ

う
に
大
々
的
報
道
を
行
っ
て
い
る
が
、『
創
価
新
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
報
道
が
、

●
客
観
的
な
報
道
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
修

正
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」
と
の
高
裁
認
定

が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
「
２
枚
の
写
真
を

一
部
修
正
し
て
」と
誤
魔
化
し
、ま
た
、「
阿
部
日
顕（
上

人
）
の
資
質
を
追
及
し
た
学
会
の
正
し
さ
が
改
め
て

法
廷
の
場
で
明
白
に
な
っ
た
」と
か「
公
正
な
論
評
だ
」

な
ど
と
喧
伝
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
高
裁
判
決
は
前
記
の
と
お
り
、

●
「
控
訴
人
（
創
価
学
会
）
ら
が
主
張
す
る
よ

う
な
日
蓮
正
宗
の
宗
教
上
の
教
義
に
関
わ
る

問
題
や
阿
部
日
顕
（
上
人
）
の
宗
教
的
聖
性
に
つ
い

て
の
論
争
、
さ
ら
に
は
、
正
当
な
言
論
や
評
論
の
域

を
超
え
、
単
に
阿
部
日
顕
（
上
人
）
を
揶や

ゆ

や

ゆ揄
し
、
誹

謗
、
中
傷
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
性
を
有
す
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
創
価
学
会

が
御
法
主
上
人
に
対
し
て
行
っ
た
報
道
が
違
法
行
為

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
断
罪
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

創
価
学
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
喧
伝
が
ま
っ
か
な
ウ

ソ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

学
会
員
の
方
々
が
、
こ
の
欺
瞞
報
道
に
紛
動
さ
れ

て
更
な
る
「
三
宝
誹
謗
」
の
堕
地
獄
の
罪
業
を
重
ね

る
こ
と
の
無
き
よ
う
祈
る
も
の
で
あ
る
。

写
真
偽
造
裁
判
�
名
誉
毀
損
�
認
定
!!

　東京都太田区にある真言宗・八

幡山密厳院の墓地に立つ一基の墓。

これこそ、池田大作氏の『実家』

の墓である・

　池田氏の実父・子之吉氏は、昭

和 31 年 12 月 10 日に亡くなった。

当時池田氏は、創価学会の参謀室

長という要職にあったにも拘らず

父親を折伏し切れず、結局、邪宗・

真言宗で葬儀を出したのである。

　更に父親の葬儀から約 40 年かけ

ても身内の折伏ができない証拠に

実家の墓は未だに真言宗。しかも

真新しい塔婆まで立っている。

【禅寺墓問題】

●日顕上人猊下の御実家である阿

部家の墓は、総本山大石寺にある。

●福島県の阿部家は、第六十世日

開上人（日顕上人のお父上）のお

出になった家。現在の当主は阿部

賢蔵氏（法華講員）。

●いかなる宗派の墓地であろうと、

土地代を払って借りているものは

謗法ではない——戸田会長指導（要

旨）

●第九世日有上人『化儀抄』

　「縦
たと

い禅、念仏の寺、道場の内な

りとも法華宗の檀
だんなせしゅ

い禅、念仏の寺、道場の内な
だんなせしゅ

い禅、念仏の寺、道場の内な

那施主等

が之有らば仏事を受くべき

なり云々。」（聖典九八九頁）

●御先師日達上人

　「本宗の信徒が他宗の寺を

借りて、葬儀、法要を行な

うことがあれば、行って葬

儀や法要を執行すべきであ

ります。ただし、その場合

は本宗の本尊を掛けて行な

うのであります」（日達上人

全集第一篇第四巻）　

【結論】

◆日顕上人は、法華講員で

ある阿部賢蔵氏の願い出に

より、日蓮正宗の化儀に則（のっ

と）って墓石の開眼供養を執り行

なわれたわけだから、それが邪宗

の寺で管理する墓地内であろうと、

何ら問題がないことは明白である。

池田氏の実家の墓は真言宗

➡

創価学会による凄まじいまでの 【写真変造】

後ろの人物が見事に消され、 なんと、 『壁』 になっている！

椎名法宣・阿部法胤　古稀記念　昭和 61 年 11 月 22 日
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